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(16) TRMM時代以前の全球降水マッププロダクトの試作と降水の気候変動解析
＊ 山本宗尚 l . 重尚— l. 樋口篤志2

1：京都大学大学院理学研究科 2:千葉大学環境リモートセンシング研究センター

目的
本研究は、約30年分の衛星データによる降水気候変勁研究を可だにするため、 1990年代の ス・ひいわりm醐層と闘m潔攣（鳳； 3彎闇、 9:1鰐闇）．
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今年度の研究内容
・TRMM 時代以0りのひまわり受伝生データ (VISSR、RVISSR、SVA形式 GMSl~5号および

GOES9号）が公開された (2017年 11月30日、 CEReS,tヽームページ）。

．昨年度開発した GMS4に対する幾何袖正コー ドで各ひまわり VISSR データの処理が可能力聟認

し、観測に由来する歪みや欠瀕を除いて処埋されていることを確認 した。

• CEReS で公開している全球辞止缶象衛星デ ータセットに準じたデー タとクイックルックを作成

しており、近日公開を目指している。

・匹版 GSMaP（アルゴリ ズムパージ=,ン7)で MVK 相当のプロダクトを作成するためのコー

ド修正を行っている。

可祝および赤外両像を活用した GSMaP降 水Kl定の改良

を 目 的 と し て 、 本 共 同 利 川 研 究 の 枠 組 み で

J忍 /MOOISデータを利用し、日木海の降＇附ミの構造

鮒折を行った（ボスター下）

寒気の吹き出しに伴い発達する冬季日本海の雲の構造の解析
浅海悠l•山本宗尚 2 . 重 尚ー 2

l：京都大学理学部 2：京都大学大学院理学研究科
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図：I9)5 虹•~1280lZのQ"彎示外饂像．

はじめに (1) はじめに (2)
~ -

• マイクロ波放~.,を用いた隣富祀定は瓢しい
•這凜9•IJ 99る鱗0に9げるマイクn涙シグナ199↓ 、 これ●で＊の歌乱による鰐ユZ二の藝下

・陵用と心の区別 (smsa心 Liu2015) が•菖心とされて喪たが．宴際99モ＊＇こよ引紋射によ ってコ隣冨はよ りも9；しろ 191, 

心 mに対するマイクロ波散紐ti(LiuandSeo2013) ている (Liu•心紐9⑳93) ．

"形状による散乱シグナルの多憬性 (Liu2008) -,イダ詈用いた雹好タイプフロダクトを月いると、雲紀•Iぶ＊栢仕遅冷鵡水面が

•GSMaPはアルゴリズムパージョン6から区巴ほ定アルゴリズムが泊入 ぞ仕疇ること心

されたが、冬学8本濤ではいエ／と過小評禎向がみられる •日・”'の寒”訳さ出しに停う珈心'"· 気双叫口い心の紐が賓化

GSMaP NRTとレーダアメダス (RA)のIt餃 (201←2097年9月、 "o!Ill釦 -=の形状と＝m＋9イブそにびつけることで、="依から＝＂’ 上燐冷釦水漏讀を内定す

RA NRT-RAm~/I：△マ；：：ぺ7:r12.(：二に:/... ` 
,．．-...．.．．---.. .. •· ,,,.. 

·ヽ• 一 や し』”口如”'”• ·— 
: 

雲の水平パターンの抽出

．均質性 (y)

-.. ii (；’;;）' 

；ニニ〗：［口 尖度l:こ;;
"＜awaIぶdweio(2010)は亜陀倍の冨において、 200km四万におけも冨水量

の均省性・否ロ ・尖度をtt育し、それらの口によって漏のタイプを分頚．

ぃ本研究では気口在＂邊転を兒るために、胴固 50km四方におけるこれらの111七

面鸞全てに対してtt"した．

雰の水平パターン： 2008年2月13日

統計解析
•2006-2014年t • 2 ・ t2月に日本油上 (35'N-43'N・ t30'E 140'E) 

を通遠したA-t,aln8中い道 (243峯例）のうら｀宜気の吹さ出し峯例

を捉えている22事例を1加出．

•ll.t雇の沼9i-1タイプ （過冷ル G 氷）と況の水平タイブ懇漂 (y .>n<J

＂）を使用

． 

使用データ

•EaMCARE可究ATr●Inブロダクトモニクデータ ・ セ ッ ト

」-→，，アータ9＼ンド＇）ングSJ.lのため．九州大＃が恥外し1J‘い4-iam、

CAUPSOfauop.“"""•10D99アータCぬき24●"·大和．1血グリッドに＇）＂ンブ'}

ングする9A“”ODぶ”尋tや成亭江を遍用し、議飲の11i重硯刃デタを関 のグ'}'，1や
巴合（同ユ •fJIイド）

・気象は (ECMWF)

・レーダ・ライダ賓マスク (Cmask)

・ライダ貢約子タイブ (Ctypo)

" ►A-MODI$ 
CERosでアー）9イプされたJ,.,,.受愴の"""''データ

- C徊•s5-mio L2 swath 1km and 5 km V006 (MYD06) 

-Goolocation f"'ds 5-mio L tA swath 1km V006 (MYD03) 

雲粒子相と雲パターン ：2008年2月13日

、ピ＂~,I
雲頂雲粒子相の分類 ：2008年2月13日

＝ 噌
► 貢上liilh噂冷却* ： 均貨性 (y) が高い

►冥上柑が氷 ：平均(μ)が高い
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